
○生徒が他者から認められたり，ほめられたりする体験が不⼗分であった。 ○道徳の時間における協働的な学習活動が，ワークシートの記述を読み合うだけの活動にとどまっている実態があった。   学校組織をあげて授業改善に取り組み，課題の克服を図ることが必要であった。 ○ ふるさと教材を充実させ，郷土を愛する気持ちや，よりよく生きようとするための道徳的な判断⼒，⼼情，実践意欲と態度を育てる。 ○ カリキュラム・マネジメントにより，道徳の時間と総合的な学習の時間を中心とする教科等との関連を強化する。 ○ ⼩・中学校・地域で⾏う教育活動との密接な関連を図り，生徒に自信や達成感を持たせ，自己肯定感や自己有用感を向上させる。 
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【道徳の時間における指導と評価の工夫】 ① かかわり合う場の指導を充実させ，⾃⼰を⾒つめ，多⾯的・多角的に考えさせる授業づくり・授業改善を進める。 ② 道徳の時間における⽣徒の学習状況や道徳性に係る成⻑の様⼦を継続的に把握する⼯夫を⾏い，日々の指導や個々の生徒へのフィードバックに生かし，学校全体で互いの良さを認め合う風土をつくる。 ③ 教職員が⽣徒⼀⼈⼀⼈の⼈間的な成⻑を⾒取り，⽣徒⾃⾝の⾃⼰のよりよい⽣き⽅を求めていく努⼒を評価できるようにするために，評価に係る研修を充実させる。 


